
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

訓

令

】

○

岡

山

県

副

知

事

の

主

と

し

て

担

当

す

る

事

項

行

政

改

革

推

進

室

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

知

事

指

定

薬

物

の

指

定

の

失

効

医

薬

安

全

課

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

治

山

課

【

公

告

】

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

岡

山

県

公

報

平成２７年７月２１日 第１１７０４号



◎
岡
山
県
訓
令
第
五
号

庁

中

一

般

出

先

機

関

岡
山
県
副
知
事
の
主
と
し
て
担
当
す
る
事
項
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
副
知
事
の
主
と
し
て
担
当
す
る
事
項

副

知

事

担

当

事

項

足
羽
副
知
事

危
機
管
理
課
及
び
消
防
保
安
課
並
び
に
総
合
政
策
局
、
環
境
文
化
部
、
産
業

労
働
部
及
び
土
木
部
に
関
す
る
事
項

宮
地
副
知
事

総
務
部
、
県
民
生
活
部
、
保
健
福
祉
部
、
農
林
水
産
部
及
び
出
納
局
に
関
す

る
事
項

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
関
係
訓
令
の
廃
止
）

２

岡
山
県
副
知
事
の
主
と
し
て
担
当
す
る
事
項
（
平
成
二
十
五
年
岡
山
県
訓
令
第
六
号
）
は
、
廃
止

す
る
。

平成２７年７月２１日　岡山県公報　第１１７０４号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
七
号

岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
七

。

「

」

。
）

、

、

号

以
下

条
例

と
い
う

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
知
事
指
定
薬
物
の
指
定
は

そ
の
効
力
を
失
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

知
事
指
定
薬
物
の
名
称

１

二

（
四

ク
ロ
ロ

二
・
五

ジ
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）

Ｎ

（
三
・
四
・
五

ト
リ
メ

－
－

－
－

－
－

－

ト
キ
シ
ベ
ン
ジ
ル
）
エ
タ
ン
ア
ミ
ン
（
通
称
名
三
〇
Ｃ

Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｍ
ｅ
）
及
び
そ
の
塩
類

－

２

二

（
四

エ
チ
ル

二
・
五

ジ
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）

Ｎ

（
二

メ
ト
キ
シ
ベ
ン
ジ

－
－

－
－

－
－

－

ル
）
エ
タ
ン
ア
ミ
ン
（
通
称
名
二
五
Ｅ

Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｍ
ｅ
）
及
び
そ
の
塩
類

－

３

三

［
二

（
二

メ
ト
キ
シ
ベ
ン
ジ
ル
ア
ミ
ノ
）
エ
チ
ル
］
キ
ナ
ゾ
リ
ン

二
・
四
（
一
Ｈ

－
－

－
－

・
三
Ｈ
）

ジ
オ
ン
（
通
称
名
Ｒ
Ｈ

三
四
）
及
び
そ
の
塩
類

－
－

二

指
定
の
失
効
の
理
由

条
例
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
薬
物
に
指
定
さ
れ
た
た
め

三

失
効
年
月
日

平
成
二
十
七
年
六
月
一
日

平成２７年７月２１日　岡山県公報　第１１７０４号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

新
見
市
（
明
石
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新

「

見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

平成２７年７月２１日　岡山県公報　第１１７０４号



〔
二
九
五
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
七
年
七
月
十
三
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
美
作
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

三

代
表
者
の
氏
名

小
阪
田
泰
彦

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

美
作
市
楢
原
下
九
〇
四
番
地
一
四

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
働
く
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
障
害
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
一
般
の
事
業
所
に
雇
用

さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
障
害
者
の
雇
用
並
び
に
、
生
活
支
援
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
一
般
事
業
所

に
雇
用
さ
れ
る
よ
う
訓
練
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
障
害
者
の
自
立
と
就
労
促
進
等
を
図
り
、
社
会
福
祉

に
寄
与
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類

平成２７年７月２１日　岡山県公報　第１１７０４号



〔
二
九
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
東
阿
曽
字
尾
崎
ノ
前
一
〇
二
六

五

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
東
阿
曽
九
七
五

武
田

浩
志

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
四
八
号
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